
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０１

基盤研究(C)

2014～2012

近代化模索期の「国史」編纂と地図作成―赤門書庫旧蔵地図の研究

Compiling of National History and Map Making in the Transition from Early Modern to 
Modern: A Study on the Map Collection in the former Akamon- Storehouse in the 
University of Tokyo

１０１８７６６９研究者番号：

杉本　史子（山田史子）（Fumiko, Sugimoto）

東京大学・史料編纂所・教授

研究期間：

２４５２０７３７

平成 年 月 日現在２７   ６   ２

円     3,900,000

研究成果の概要（和文）：①東京大学史料編纂所所蔵「赤門書庫旧蔵地図」の整理を完了。2015年度から東京大学史料
編纂所において、詳細な研究データがウェブ公開され、原物の閲覧が開始される予定。②調査・研究内容は、『東京大
学史料編纂所研究成果報告2014-3　近代移行期の歴史地理把握のタイムカプセル赤門書庫旧蔵地図の研究』（本文392
頁）にまとめた。研究成果の一部は、Karen Wigen・Sugimoto Fumiko・Cary Karacas編『Cartographic Japan: A Hist
ory in Maps』（The University of Chicago Press　2015年刊行予定）に反映させた。

研究成果の概要（英文）：1)Our research group has completed evaluating and organizing historical map 
collection in the former Akamon-Storehouse in the University of Tokyo. The University of Tokyo's 
Historiographical Institute will offer this collection for public viewing in 2015 with detailed research 
data and some digital images.
2)We have made public our research contents in our web site, open research meetings, exhibitions and 
lecture meetings. The results of our research are recorded in "Research Report for the University of 
Tokyo's Historiographical Institute 2014-3 The Time-Capsule on Understanding on History and Geography in 
the transition from early modern to modern: A Study on the Map Collection in the former Akamon- 
Storehouse ". And our research views will be reflected in "Cartographic Japan: A History in Maps", edited 
by Karen Wigen, Sugimoto Fumiko, and Cary Karacas, The University of Chicago Press, 2015.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

近代国家の形成に、歴史編纂―伝統の創造
が大きな役割を果たしてきたことは従来か
ら指摘されてきた。それとともに、地図が国
民国家という観念を作り上げたとするトン
チャイ・ウイニチャクルの研究や、ベネディ
クト・アンダーソン『増補 想像の共同体: ナ
ショナリズムの起源と流行』（白石隆・白石
さや訳、NTT出版、1997年）以来、国民国
家形成と地図作成の問題が取り上げられる
ことになった。地形図による国土把握の問題
は、近代国家の物理的・政治的ボディを作り
上げることを意味し、また海図の作成と国際
共有の問題は、近代的国際秩序・外交と不可
分な問題である。 

２．研究の目的 

本研究は、明治政府の歴史編纂・地理編纂
諸機関が収集・作成してきた史料群「赤門書
庫旧蔵地図」を整理し、関連史料とあわせて
分析することにより、「近代化模索期」を再
検討することを目的とした。 

「近代化模索期」とは、幕末開国以降の新
秩序・政治体制模索の時期と、いわゆる新政
府による近代国家形成期との両方を含んで
いる。維新変革は、社会・国家のドラスティ
ックな変革であると同時に、新政府の中では
旧幕臣の実務層・技術が活用されるという面
をもっていた。本研究では、断絶と継続、革
新と止揚をともに視野に入れ、近代化の問題
にアプローチすることを目指した。 

３．研究の方法 

（１） 「赤門書庫旧蔵地図」の悉皆調査  

①調書・目録作成 

当該史料群の原秩序を尊重して整理番号
を付与し、タイトル・作成年・測量年・刊行
情報・方位・縮尺・サイズ・特徴などの基本
的な書誌情報を採録した。これにより、これ
まで存在自体がほとんど知られていなかっ
た、地図史料群の基礎的データを学会・社会
に提供できる。 

本研究で「近代化模索期」と名付けた変動
期の地図は、確立された地図様式には当ては
まらない多様な相貌を持っている。すでに、
杉本史子他編『絵図学入門』（東京大学出版
会、2011）にはこの時期の海図調査表モデル
を提案したが、本研究では、さらにこれらの
地図類についての調査方法・目録記述・編成
法の方法論を検討した。 

② デジタル化  

特に史料的価値が高いと判断される地図
のデジタル撮影を行い内容分析の素材とす
るとともに、一般公開のありかたを検討した。 

（２）分析 

（１）の成果にもとづき、関連史料群も合
わせ検討し、「近代化模索期」の「国史」編
纂・地図作成の基礎的事実の確定を検討した。 

４．研究成果 

（１）「赤門書庫旧蔵地図」の検討・整理・
目録化を完了した。地図群は、2015年度か
ら東京大学史料編纂所において、一般公開開
始予定である。また同所のホームページ上で、
本研究により明らかになった各史料の詳細
データ、測量・作図・描画・出版に関わる人
名および、デジタル画像も公開予定である。 

（２）本研究により、明らかになった「赤門
書庫旧蔵地図」の性格は以下の通りである。 

①新発見史料・稀少な史料群の存在 

本地図群の大きな特色としては、なんと言
っても、19世紀中期の、航行するための海の
地図＝海図を含んでいることが上げられる。
これまで内容が明らかでなかった幕末の徳
川幕府軍艦組作成による海図などが発見さ
れた ことや、国内他機関には残存数が少な
い明治 10年代の日本版海図が豊富に残され
ていることが明らかになったことは、特筆す
べき成果といえる。幕末から明治 20年代の
海図が群として残されていることから、日本
版海図作成の展開を具体的に追うことが可
能となった。 

②近代初期の歴史・地理編纂の痕跡を残す史
料群 

 明治政府の歴史・地理編纂機関に前述の海
図群が残されたのは、三角測量による陸上の
実測図が整備されていない段階にあって、海
図の位置データや経緯度が陸図作成に利用
されたことが大きいと考えられる。「赤門書
庫旧蔵地図」には、その作業痕跡が残された
地図が多く残されている。この、作業の痕跡
をとどめた地図群であるという点が、「赤門
書庫旧蔵地図」の第二の特色となっている。
この点は陸図も同様で、調査のなかから、近
世に作成された絵図が､近代地図作成に利用
されてきた具体的痕跡を見出すことができ
る。伊能図により海岸線を描き、天保国絵図
によりその内部を充足させる作業が行われ
たのである 。 

 ③データとしての価値 



明治初期海図に書き込まれた測量・作図・
描画の技術者や出版関係者の詳細な情報は、
この時期特有のものであり 、「近代化模索
期」の実際の地図作成・出版を支えた人材・
技術・組織解明の基礎データとなる。これら
のデータは、一般の文字記録類には残りにく
いものであり、貴重なものといえる。 

『東京大学史料編纂所研究成果報告書 
2014-3 近代化移行期の歴史地理把握のタ
イムカプセル・赤門書庫旧蔵地図の研究』（本
文 392頁）巻末には、吉岡誠也作成の史料目
録、「海図に記載された測量者一覧」、「海図
に記載された製図・印刷者一覧」を掲載した。
内務省地理局職員データ（横山、2002～
2003） 、および史料編纂所所蔵近世後期~
近代初期の印刷図人名データ （杉本、2009
～2011）とあわせ、近世から近代の、出版・
測量・地図作成・地理編纂をささえた技術
者・実務者たちの基礎データとなりえるもの
である。 

（３）「赤門書庫旧蔵地図」から問い直す「近
代化模索期」 

近年の歴史学では、国家をこえた地域やネ
ットワークを希求する動きの中で海洋への
注目が高まっている。しかし、実際の分析は
未だ陸上の発想に固定されがちである。 

それに対して、本史料群は、海洋把握の変
化から歴史を捉え直す好個の史料群だとい
うことができる。18-19世紀、海洋の持つ意
味は劇的に変化した。18世紀、クロノメータ
（精巧なゼンマイ時計）と月距法（月と太陽
や恒星との角距離に注目する経度計算法）を
使った経度測定法が確立され、経緯度データ
とそれに基づく海の地図（海図）によって把
握することを可能となった 。そして、蒸気
船の登場によって、「世界の情勢が一変」し、
遠方に懸け隔たった国々も「ごく手近のよ
う」になった（ハリス、1958） 。 

これまでの幕末維新史研究の中でも、文久
三年（一八六三）には京都―鹿児島間に十日
かかっていた薩摩藩は、元治元年（一八六四）
禁門の変時には蒸気船によって五日で移動
できた（佐々木、2004） 。また、奥羽諸藩
は蒸気船を実用化できず、京阪が政局の中心
にしてなることで、元治～慶応初年ごろ不利
な立場にあったとの指摘 がなされている
（青山、2000）。木造和船に比べ喫水の深い
蒸気船の安全な航行や、水上での効果的な軍
事行動には、干満情報、水深や水中の障害物、
錨を下ろす際に重要な海底土質の情報を搭
載した海図が不可欠だったことはいうまで
もない。 

近代史の側からは、日本の帝国化における

海図の意味が問い直されている（山室、2006）。
本研究による史料群整理は、その前段階を明
らかにする基礎条件を作り出した。本研究の
成果からは、実際の「近代化」は、既定路線
としての、あるいは単純な一方方向の道程で
はなく、複数の可能性と無数の試行錯誤、あ
る場合は行き止まりの道や相互に矛盾した
枝分かれのとの格闘のなかに存在していた
ことを示している。 

「赤門書庫旧蔵地図」における幕末～近代初
期にかけての日本・北東アジアについてのま
とまった海図群の存在は、このような変化を
経て、重要な意味を持つようになった海洋 
把握模索の実際を語るものといえる（杉本、
2015ab）。 

（４）研究成果の英語圏一般読者への発信 

本研究で得られた知見は Karen Wigen, 
Sugimoto Fumiko, and Cary Karacas, ed. 
Cartographic Japan: A History in Maps, The 
University of Chicago Press,2015（刊行予
定）に反映させた。 

同書は鮮明な地図画像を掲載し、16-20 世
紀日本の、高度で洗練された地図文化と日本
社会の特質を論じたものであり、英語圏の読
者に、具体的な深みをもって日本社会や人々、
その世界観、営み、近代化への模索について
理解を可能にさせるものである。 
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